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分類 モニタリング調査 調査実施主体 

①海洋環境 海氷 オホーツク海南部での海氷域面積の季節進行 

(2006年～2018年） 

柏瀬陽彦 

大島慶一郎 

 

○オホーツク南部海氷面積 

                  

                 

図 1 オホーツク海南部（右図の黒枠内）での海氷域面積の季節進行(2006年～2018年） 

 

出典：National Snow and Ice Data Center 提供の Sea Ice Concentrations from Nimbus-7 SMMR and DMSP SSM/I-

SSMIS Passive Microwave Data から算出 
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分類 モニタリング調査 調査実施主体 

①海洋環境 海氷 海氷域面積の長期変化傾向（オホーツク海） 気象庁 

 

○海氷域面積の長期変化傾向（オホーツク海）  

 

図 1 オホーツク海の海氷域面積の経年変化(1971～2018年） 

 

オホーツク海の最大海氷域面積（*1）は長期的に見ると減少しており、10年あたりオホーツク海の全面積の 4.2％の海氷域

が消失している。 

(*1) 海氷域が年間で最も拡大した半旬の海氷域面積。 

 

 

出典：気象庁ウェブサイト 

http://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/shindan/a_1/series_okhotsk/series_okhotsk.html 
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分類 モニタリング調査 調査実施主体 

①海洋環境 水温 H26(2014)年度 北海道大学大学院水産科学院・

修士論文 

岡崎遼太郎 

 

〇羅臼沿岸域※における水温の経年変化 

※羅臼漁協の岬町ウニセンター（1969～2011年）と共栄町苗場（1969～1999年）の取水した海水の水温 

 

春季水温（4～6月）                                 夏季水温（7～9月） 

                 

         秋季水温（10～12月）                              冬季水温（1～3月） 

             

図 1  羅臼沿岸域における季節別水温偏差の推移 

 
図 2  羅臼沿岸域における経年水温偏差 

出典：岡崎遼太郎、北海道大学大学院水産科学院・修士論文、H26(2014)年度 
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図 3  羅臼沿岸域における季節別表層水温の推移① 

 

 

図 4  羅臼沿岸域における季節別表層水温の推移② 

出典：岡崎遼太郎、北海道大学大学院水産科学院・修士論文、H26(2014)年度 
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分類 モニタリング調査 調査実施主体 

②魚介類 サケ類 知床ルシャ川等におけるサケ類の遡上数等調査事業報告書 林野庁 

北海道森林管理局 

 

〇ルシャ川及びテッパンベツ川におけるカラフトマスの遡上数（平成 29年） 

 

図 1 ルシャ川およびテッパンベツ川における調査日ごとのカラフトマスの実遡上数（遡上数－降下数）の 

      推移（目視によりカウントされた 8、10、12、14、16時台各 20分間（合計 100分間）の合計値） 

 

 

 

図 2 ルシャ川におけるカラフトマスの調査日別、区間別産卵床数 

 

出典：北海道森林管理局「平成 29年度知床ルシャ川等におけるサケ類の遡上数等調査事業報告書」 
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図 3 テッパンベツ川におけるカラフトマスの調査日別、区間別産卵床数 

 

 

図 4  ルシャ川（上）およびテッパンベツ川（下）における台形近似法（AUC法）による 

カラフトマスの推定遡上数（日割） 

 

出典：北海道森林管理局「平成 29年度知床ルシャ川等におけるサケ類の遡上数等調査事業報告書」 
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表 1 ルシャ川における調査実施年の                            表 2 テッパンベツ川における調査実施年の  

産卵床数および産卵床密度                                    産卵床数および産卵床密度 

         

出典：北海道森林管理局「平成 29年度知床ルシャ川等におけるサケ類の遡上数等調査事業報告書」 
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分類 モニタリング調査 調査実施主体 

②魚介類 サケ類 平成 29(2017)年知床世界自然遺産地域における 

サケ科魚類遡上状況調査報告書 
北海道 

 

 

〇ルサ川におけるカラフトマス・シロザケの遡上数（平成 29年） 

 

図 1 調査日ごとのカラフトマスの実遡上数（遡上数－降下数）の推移  

 

 

図 2 ルサ川における台形近似法（AUC法）によるカラフトマスの推定遡上数（日割） 

出典：北海道「平成 29(2017)年知床世界自然遺産地域におけるサケ科魚類遡上状況調査報告書」 
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図 3 平成 24年以降のルサ川における台形近似法（AUC法）によるカラフトマスの推定遡上数(日割） 

出典：北海道「平成 29(2017)年知床世界自然遺産地域におけるサケ科魚類遡上状況調査報告書」 
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図 4 9月 26 日（上）及び 10月 7日（下）のルサ川におけるカラフトマスの区間別産卵床数及び産卵床密度 

出典：北海道「平成 29(2017)年知床世界自然遺産地域におけるサケ科魚類遡上状況調査報告書」 
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分類 モニタリング調査 調査実施主体 

②魚介類 サケ類 平成 27(2015)年知床世界自然遺産地域における 

サケ科魚類遡上状況調査報告書 

北海道 

 

◯モセカルベツ川におけるカラフトマス・シロザケの遡上数（平成 27年） 

 

図 1 モセカルベツ川における各調査時のカラフトマスの親魚数（左）及び産卵床数（右） 

出典：北海道「平成 27(2015)年知床世界自然遺産地域におけるサケ科魚類遡上状況調査報告書」 

 

 

図 2 モセカルベツ川における各調査時のシロザケの生体数（左）及び産卵床数（右） 

出典：北海道「平成 27(2015)年知床世界自然遺産地域におけるサケ科魚類遡上状況調査報告書」 
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分類 モニタリング調査 調査実施主体 

②魚介類 スルメ 

イカ 

平成 30年度資源評価報告書（ダイジェスト版） 水産庁 

 

〇スルメイカ冬季発生系群 

 

図 1 スルメイカ冬期発生系群の生活史と漁場形成模式図 

 

 

   

図 2 スルメイカ冬期発生系群の漁獲量             図 3 スルメイカ冬期発生系群の資源尾数 

 

 

2017年の我が国による漁獲量は 2.9万トンであった。系群全体の漁獲量は、1980年代は低水準で推移し、1989

年以降増加傾向に転じ、2011～2015年は概ね 18万～29万トンで推移していた。 2016年以降は大きく減少し

ており、2017年漁期（4～翌年 3月）の漁獲量は 5.4万トンに減少した。  

資源水準は低位、動向は減少であった。2018 年の資源量は 15.3 万トン、漁期終了時の親魚尾数は 1.8 億尾

（5.7 万トン）であり、下回ると高い再生産成功率があっても高い加入量が期待できなくなる親魚量である

Blimit（16.4万トン、5.3億尾）を下回っていると推定された。 
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〇スルメイカ秋季発生系群 

 

図 3 スルメイカ秋季発生系群の生活史と漁場形成模式図 

 

 

  

図 2 スルメイカ秋季発生系群の漁獲量             図 3 スルメイカ秋季発生系群の資源量 

 

我が国の漁獲量は 1970年代半ば以降減少し、1986年に 5.4万トンとなった。 その後増加し、1990年代に 11

万～18万トンとなった。 漁獲が最も多かった 1996年以降は減少傾向となり、2017年は 3.3万トンであった。 

資源水準は中位、動向は減少であった。2018年の資源量は 67.0万トン、親魚量は 31.7万トン、漁期後の親魚

尾数は 11.3億尾（31.7万トン）であり、下回ると高い再生産成功率があっても高い加入量が期待できなくな

る親魚量である Blimit（42.4万トン、15.1億尾）を下回っていると推定された。 

 

出典：平成 30年度資源評価報告書（ダイジェスト版）  
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分類 モニタリング調査 調査実施主体 

③海棲哺乳類 ゴマフアザラシ 羅臼海域での有害駆除個体調査 北の海の動物センター 

 

〇個体特性 

調査・モニタリング名 羅臼海域での有害駆除個体調査 

主な内容 来遊状況の調査及び有害駆除されたアザラシの食性、ＤＮＡ、繁殖な

どの解析 

対象地域 羅臼町 

頻度 1～3月 

調査主体 特定非営利活動法人 北の海の動物センター 

 【調査時期】       

・2013年～2014年      

【調査個体】       

・羅臼町で有害駆除されたゴマフアザラシ４２個体を調査  

 胃、筋肉を採取し、胃より食性分析を実施、今後、筋肉及び魚類か

ら安定同位体分析を実施予定     

【出現内容及び頻度】      

・春期（４月～６月）は、魚類（9科 12種）＋頭足類（2科 2種） 

(n=15) 

・コマイ 57.1％、エビ類 50％、キュウリウオ 35.7％  

・冬期（12月～3月）は、魚類（7科 9種）＋頭足類（1科 1種） 

(n=9) 

・コマイ 80％、スケトウダラ 70％、スルメイカ 60％  

【結果】       

・従来通り、冬期は、スケトウダラを始めとするタラ科魚類の利用が

多かったが、スケトウダラよりもコマイの利用頻度の方が高かっ

た。 

・冬期と春期を比較すると、春期の方が色々な餌生物を利用している

ことが明らかになった。 

・春期は頭足類、冬期はカレイ類が利用されていた。"  

【その他】       

・今後、安定同位体解析を行う予定。   
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（参考） 

○オホーツク海全体に生息するゴマフアザラシの個体数について（参考文献からの推察） 

 

 

 

出典： 

①Fedoseev G. A. 1970 Distribution and numbers of seals off Sakhalin Island. Izvestiya TINRO 71:319-324. 

②Fedoseev G. A. 1984 Population structure, current status, and perspectives for utilization of the ice-inhabiting  forms 

of pinnipeds in the northern part of the Pacific Ocean. In: Marine Mammals. pp. 130 -146. Nauka, Moscow. 

③Mizuno, A. W., A Wada, T. Ishinazaka, K. Hattori, Y. Watanabe, and N. Ohtaishi. 2002 Distribution and aboundance of 

spotted seals Phoca largha and ribbon seals Phoca fasciata in the southern Sea of Okhotsk, Japan.  Ecological Research 

17:79-96. 
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分類 モニタリング調査 調査実施主体 

③海棲哺乳類 ゴマフアザラシ 羅臼海域で混獲個体への発信機装着 北の海の動物センター 

 

〇個体の移動 

調査・モニタリン

グ名 

羅臼海域で混獲個体への発信機装着 

主な内容 来遊状況の調査 

対象地域 羅臼町 

頻度 5月 

調査主体 特定非営利活動法人 北の海の動物センター 

 【調査時期】       

・2014年 5月 20日～２015年 4月 25日    

【調査個体】      

・羅臼町峰浜で定置網に混獲した個体（体重 32kg、全長 117.4㎝、体長 101.5㎝） 

・発信機を装着し、網走の海岸から放獣       

【結果】       

 

・発信機装着 5月 20日放獣から翌年 4月 25日まで、ほぼ 1年間移動を追跡できた。 

・この個体の夏の生息地は、テルべニア湾近辺だと考えられた。 

これまで焼尻や抜海で発信機を装着した個体と同様の場所を夏の生息地にしていた。 

・夏の生息地へ移動するまえに、サハリン北部まで行って戻って夏の生息地へ、その後

夏の生息地から秋口には南下してサハリンのアニア湾を利用。   
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分類 モニタリング調査 調査実施主体 

③海棲哺乳類 ゴマフアザラシ 羅臼町峰浜地区における 

4月～6月の刺網の混獲状況 

小林委員 

 

〇羅臼町峰浜地区における４月～６月の刺網の混獲状況（２００７年～２０１7年） 

 

 
（海域ワーキンググループ小林委員提供） 
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分類 モニタリング調査 調査実施主体 

③海棲哺乳類 トド 知床半島東岸におけるトドの越冬来遊状況 知床財団 

 

定点目視調査：  

冬期（11～2月中心）に知床半島東岸（根室海峡北部）の陸上地点からトドの目視調査を実施。 

 

 

表 3-1 知床半島東岸におけるトドの越冬来遊状況（陸上からの目視調査における各年度最大カウント） 

（頭） 

 
 

（出典：石名坂ら(2009) 知床博物館研究報告 30:27-53., 知床財団独自調査事業データ (野生生物保護学会第 17 回大会講演要旨

集 pp.85-86 など), Ishinazaka(2015) Eumetopias jubatus (Schreber,1776) In: The Wild Mammals of Japan. Second 

edition. Shoukadoh, Kyoto, pp.292-294） 
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分類 モニタリング調査 調査実施主体 

④鳥類 海ワシ類 オジロワシ・オオワシ渡来数調査 知床財団 

 

 

調査・モニタリング名 オオワシ・オジロワシ渡来数調査 

主な内容 渡来個体数の調査 

対象地域 羅臼町  

頻度 12～4月  

調査主体 公益財団法人知床財団 

調査結果概要 オジロワシ･オオワシ合同調査グループの年１回の調査では把握しきれない越冬

渡来数の状況を把握するために、羅臼町内の海岸線でカウント調査を行ってい

る。知床財団の独自事業として行っており、成果の公表はされていないが、オジ

ロワシ･オオワシの羅臼町への渡来数は、近年漸減から横ばいである。また、ワシ

類にエサを与えている観光船が出港している際には、その付近にワシが集中して

確認される状況が続いていることも分かっている。   
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      分類 モニタリング調査  調査実施主体 

⑤地域社会 斜里町及び羅臼町における漁業生産の経年変化（2013） 鳥澤 

 

〇斜里町および羅臼町における漁業生産の経年変化 

羅臼側では、1970 年代前半までの温暖期にはスルメイカ、1980 年代末までの寒冷期にスケトウダラ、そし

て 1990年代以降の温暖期に、再びスルメイカが漁獲されている。 

 

 

 

図 斜里町及び羅臼町における漁業生産の経年変化 

出典：斜里町および羅臼町における漁業生産の経年変化（鳥澤，2013） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



21 
 

      分類 モニタリング調査  調査実施主体 

⑤地域社会 漁業センサス 農林水産省 

 

［漁業経営体数・就業者数］ 

○斜里町 

 

 

○羅臼町 

 

（注） 漁業就業者数は 2008年から調査体系が変更された 

図 1 漁業経営体・就業者の推移（斜里町・羅臼町） 

作図データ出典：農林水産省「漁業センサス」 
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○北海道 

 

（注） 漁業就業者数は 2008年から調査体系が変更された 

図 2 漁業経営体・就業者の推移（北海道） 

作図データ出典：農林水産省「漁業センサス」 

 

 [漁業就業者年齢別構成比の推移] 

○斜里町 

 

図 3 就業者年齢別構成比の推移（斜里町） 

作図データ出典：農林水産省「漁業センサス」 
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○羅臼町 

 

図 4 就業者年齢別構成比の推移（羅臼町） 

作図データ出典：農林水産省「漁業センサス」 

 

○北海道 

 

図 5 就業者年齢別構成比の推移（北海道） 

作図データ出典：農林水産省「漁業センサス」 
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      分類     モニタリング調査  調査実施主体 

⑤地域社会 北海道漁船統計表 北海道 

 

[海水動力漁船の推移] 

○斜里町 

表 1 海水動力船の推移（斜里町） 

 

○羅臼町 

表 2 海水動力船の推移（羅臼町） 

 

 

出典：北海道「北海道漁船統計表」   
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○北海道 

表 3 海水動力船の推移（北海道） 

 

 

出典：北海道「北海道漁船統計表」 
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      分類     モニタリング調査  調査実施主体 

⑤地域社会 平成 29年度知床国立公園適正利用等検討業務報告書 環境省 

 

[観光船利用者数] 

○斜里町（ウトロ地区） 

表 1 ウトロ地区観光船利用者数の推移 

 

○羅臼町 

表 2 羅臼地区観光船利用者数の推移 

 

出典：環境省「平成 29年度知床国立公園適正利用等検討業務報告書」 
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○観光船利用者数（斜里町、羅臼町） 

 

 

 

図 1 観光船利用者数の推移（斜里町・羅臼町） 

 

 

 

[主な利用状況] 

 

 

図 2 シーカヤック利用者数の推移 

 

出典：環境省「平成 29年度知床国立公園適正利用等検討業務報告書」 
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表 3 羅臼側の渡船による釣り利用者数 

                 

出典：環境省「平成 29年度知床国立公園 

適正利用等検討業務報告書」 

 

 

 

 

 

図 3 羅臼側の渡船による釣り利用者数の推移 

出典：環境省「平成 29 年度知床国立公園適正利用等検討業務

報告書」 

図 4 ウトロ沖秋さけライセンス遊漁者人数の推移 

作図データ出典：網走海区漁業調整委員会 
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図 5 知床五湖高架木道・地上遊歩道利用者数の推移 

 

 

 
図 6 知床連山登山道利用者数の推移 

 

 

出典：環境省「平成 29年度知床国立公園適正利用等検討業務報告書」 
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      分類     モニタリング調査  調査実施主体 

⑤地域社会 斜里町各会計予算執行等の説明書 斜里町 

平成 29年度羅臼町資料編 羅臼町 

 

[町税収入額] 

○斜里町 

表 1 町税収入額の推移（斜里町） 

（百万円） 

 

出典：斜里町各会計予算執行等の説明書 

 

 

○羅臼町 

表 2 町税収入額の推移（羅臼町） 

（百万円） 

 

出典：平成２９年度羅臼町資料編 

 

 

図 1 町税収入額の推移（斜里町・羅臼町） 
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      分類     モニタリング調査  調査実施主体 

⑤地域社会 斜里町分野別統計書 斜里町 

平成 29年度羅臼町資料編 羅臼町 

 

 

[児童・生徒数の推移] 

 

○斜里町                       ○羅臼町 

 

表 1 斜里町 児童・生徒数の推移                             表 2 羅臼町 児童・生徒数の推移 

    

   

          

 

出典：斜里町分野別統計書                                          出典：平成２９年度羅臼町資料編 
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[指定文化財] 

○斜里町                       ○羅臼町 

 

表 3 指定文化財（斜里町）                                      表 4 指定文化財（羅臼町） 

 

        

出典：斜里町分野別統計書                            出典：平成２９年度羅臼町資料編 

 

（参考） 

[主な地域の祭り] 

○斜里町                       ○羅臼町 

 

表 3 主な祭り（斜里町）                      表 4 主な祭り（羅臼町） 

 

 

 

出典：斜里町ホームページ 

 

出典：羅臼町ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 指定年月日

旧植別神社跡 S48.5.1

久右衛門の澗跡 S48.5.1

知床いぶき樽 H3.5.1

弘化の釣鐘 H25.12.1

羅臼のひかりごけ S38.12.24

羅臼の間歇泉 S43.3.19

北海道松法川北岸遺跡出土品 H27.9.4

 

名称 開催時期

らうすオジロまつり 2月

知床雪壁ウォーク 4月

知床開き 6月

羅臼神社祭 7月

羅臼岳安全祈願祭 7月

らうす産業祭漁火まつり 9月

秋まつり 9月

かあちゃんのごっこ市 5月～11月
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      分類     モニタリング調査  調査実施主体 

⑤地域社会 平成 29年度知床世界遺産施設等運営協議会総会資料 環境省 

 

  

図 1 知床遺産センターレクチャー映像利用者数の推移             図 2 知床遺産センター視察・研修受け入れ状況の推移 

 

 

    

 

図 3  羅臼ビジターセンター 視察・研修受入状況の推移            図 4 知床世界遺産ルサフィールドハウス知床半島先端部地区の 

利用に関するレクチャー実施状況 

 

作図データ出典：平成 29年度知床世界遺産施設等運営協議会総会資料 
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      分類     モニタリング調査  調査実施主体 

⑤地域社会 平成 29年度知床世界自然遺産地域における住民向け 
普及啓発講座開催補助業務報告書 

環境省 

 

表 1 地域住民を対象とした講座の開催状況（環境省主催） 

 
 

出典：平成 29年度  知床世界自然遺産地域における住民向け普及啓発講座開催補助業務報告書 

 


